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実施報告書 

 

 

 

開催日：令和 8年 5月 16日（土） 

会場：福島県看護会館みらい 

主催：公益社団法人福島県看護協会 
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1. 開催概要 

 

350人 

来場者 

21 

参加企業・団体 

46件 

協賛等 

10件 

出展 

看護の魅力を、体験型イベントを通じて県民に分かりやすく伝え、身近に感じてもらうことを目的に開催しました。将来の担い

手である中高生や若者をはじめ、地域社会に看護の役割と大切さへの理解と支持を広げる機会となりました。 
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主なプログラム 

• 一条未悠トークショー＆ダンス／みんなでダンス 

• アクロバットダンスパフォーマンス 

• プロジェクションマッピング・カフェ 

• 看護体験（ベビー人形抱っこ、妊婦体験、人命救助、看護技術、感染対策等） 

• 企業・団体展示、ドクターピットカー、キッチンカー・飲食販売 

 

当日の会場・体験・展示の記録（内部用正式版掲載資料より） 
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協賛・出展・協力の広がり 

医療機関、企業、地域団体など、多様な皆様に趣旨へのご賛同とご協力をいただきました。 

 

協賛企業・団体 

医療法人呉羽会 呉羽総合病院／一般財団法人 太田綜合病院／一般財団法人 大原記念財団／一般財団法人脳

神経疾患研究所 附属総合南東北病院／医療法人昨雲会飯塚病院 附属有隣病院／医療法人佐藤胃腸病院 佐藤

胃腸科外科病院／医療法人社団恵周会 白河病院／医療法人社団新生会 南東北第二病院／医療法人明信会 今

泉西病院／公益財団法人 会田病院／公益財団法人 仁泉会 北福島医療センター／公益財団法人 星総合病院／

公益財団法人 湯浅報恩会（寿泉堂綜合病院・寿泉堂香久山病院・寿泉堂クリニック）／公立岩瀬病院 看護自治会

／社会医療法人一陽会 一陽会病院／済生会川俣病院／中村病院／白河厚生総合病院／塙厚生病院／ひらた中

央病院／福島第一病院／南相馬市立総合病院／一条工務店／株式会社エディソン／株式会社ガイソーホームテック／

株式会社鈴弥洋行／株式会社東邦 IT ヒューマンソリューションズ／株式会社東北ダイケン／株式会社プランニング／株式

会社日進堂印刷所／ホテルサンルート須賀川／有限会社ドロップス／日本生命保険相互会社／ほか趣旨にご賛同いた

だいた企業 

 

出展・協力 

公益財団法人 会田病院、東京海上日動あんしん生命保険株式会社、一条工務店、福島県病院局、生活協同組合あ

いコープふくしま、福島県民主医療機関連合会、株式会社ル・プロジェ、株式会社エシカル郡山 ちいきステーション toivo、

日本生命保険相互会社、東洋羽毛北部販売株式会社ほか。福島県看護学校協議会、福島県立医科大学看護学部、

郡山消防署、総合南東北病院、KON アクロバット教室、ナガイレーベンにご協力いただきました。 

 

出店 

株式会社 ななよん（わこうぼう）、小麦の奴隷 郡山並木店、特定非営利活動法人アイ・キャン パン工房ブォーノブォー

ノ、纏 郡山店、くうたの子屋、クレープせいちゃん、Chako kitchen、特定非営利活動法人保護猫カフェ love.lab 
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広報・メディア展開 

新聞による事前告知、ラジオ福島公式 X での発信、開催後の NHK福島・福島民報・福島民友による報道など、複数媒

体を通じてイベントの公益性と地域性を発信しました。 

 

 

 

  

 

  



公益社団法人 福島県看護協会 ｜ ふくしま看護★フェスタ 2026 

協賛企業・団体アンケート 

結果の要点 

⚫ 満足度の肯定回答率：飲食販売企業 100％、協賛金のみ 100％、企業展示 75％ 

⚫ 次回の参加・協賛意向：飲食販売企業 66.7％、協賛金のみ 100％、企業展示 75％。否定回答はいずれの区分

にもなし 

⚫ PR・認知・地域貢献・CSR等の効果を感じた割合：飲食販売企業 100％、協賛金のみ 66.7％、企業展示 75％ 

⚫ 一般市民、学生、医療関係者との接点、認知向上、具体的な相談・対話機会が成果として挙げられた 

 

来場者アンケート 

結果の要点 

⚫ イベント満足度は「大変満足」50.0％、「まあまあ満足」44.4％で、肯定的評価は 94.4％ 

⚫ 認知経路は「チラシ」「友人・知人から」が各 61.1％で最多 

⚫ 関心を持った企画は、キッチンカー83.3％、トークショー関連 77.8％、プロジェクションマッピング 66.7％、食品販売

66.7％ 

⚫ 看護体験が子どもの医療職への関心につながった、心臓マッサージ等を学べた、看護の心が伝わったとの声が寄せられた 

⚫ 体験・ステージ・飲食を組み合わせた構成が、親子層を中心に滞在と回遊を生むことが確認された 

 

成果と今後の方向性 

• 県民への看護の理解促進と、親子・若者との接点創出 

• 協賛企業・団体による地域貢献・CSR活動の可視化 

• 医療・健康・暮らしに関する情報を、県民に直接届ける機会の創出 

• 次回は協賛説明の早期化、ブース回遊、広報・案内、出展環境を重点改善 

 


